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医療機関勤務環境評価センターの指定について

１．医療機関勤務環境評価センターの目的

日本医師会は、医療法第107条第１項の規定に基づく
「医療機関勤務環境評価センター」に指定されました （令和４年４月１日付け）

医療機関に勤務する医師の労働時間短縮の取組の状況について評価を行うことや、その取組に
ついて必要な助言・指導を行うことによって、医師による良質かつ適切な医療の効率的な提供に
資すること

２．事業内容

① 医療機関勤務環境評価制度の周知・広報

② 医療機関における医師の労務管理の体制・運用状況や労働時間短縮のための取組及び成果

の評価

③ 医療機関の評価を実施する者、いわゆるサーベイヤーの研修

④ 医療機関の勤務環境評価の実施に関する相談、情報提供及び支援 等 2
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医療機関勤務環境評価センターの組織

サーベイヤー

事業運営委員会
評価委員会

・ サーベイヤー候補の選定
・ サーベイヤーの審査結果に基づく審議
を行い、評価結果を実質的に決定

評価等業務諮問委員会

日 本 医 師 会

業務の執行に関する必要な事項
を審議の上、理事会に報告

ｻｰﾍﾞｲﾔｰ候補、
評価結果を報告

サーベイヤー候補、評価結果
を正式決定（形式的手続）

報告を受け、
業務執行に
関する必要
事項を決定

代表者の諮問に基づき、業務の
実施方法、評価結果等の重要事項
について調査審議し、答申

答申

諮問
決定

会長による委員任命にあたっては
厚生労働大臣の認可を行うことと
する。

（業務計画、予算等）

審査部会
・ｻｰﾍﾞｲﾔｰの審査結果の適切性を再確認
・ｻｰﾍﾞｲﾔｰや対象医療機関からの審査に
係る相談対応

医療機関勤務環境評価センター
◆事務局：医師の働き方改革推進室[健康医療第一課内]（2022.7.1～）

評価センターに申請

決定

報告

評価結果を

正式に決定し、
代表者で通知

会 長
理事会 ・常任理事会

代表者
が任命

医 療 機 関

関連団体から評価センターにサーベイヤー推薦

医療機関勤務環境評価センター代表者
日本医師会 会長
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事業運営委員会 評価委員会 審査部会 評価等業務諮問委員会

所掌業
務等

(1)運営の企画・立案に関する事
項

(2)外部関係機関との折衝及び連
携・協力に関する事項

(3)財務に関する事項
(4)広報に関する事項
(5)その他評価センターの運営に

関する事項のうち委員会にお
いて必要と認めるもの

(1)評価基準に関する事項
(2)医療機関の評価に関する事項
(3)評価の決定及び評価報告書の作

成に関する事項
(4)評価結果の理事会への報告に関

する事項
(5)審査部会員の選任に関する事項
(6)サーベイヤーの研修に関する事

項
(7)その他評価等業務に関する事項

のうち委員会において必要と認
めるもの

評価委員会の下に審査部
会を置く

サーベイヤーの評価結果
が適切であるかの確認を
行い、評価委員会に報告
するものとする。また、
審査部会委員は、医療機
関やサーベイヤーからの
相談にも対応するものと
する。

(1)評価センターの代表者の諮問
に応じ、評価等業務の実施方
法、評価の結果その他評価等
業務の実施に関する重要事項
を調査審議し、必要と認める
意見を評価センターの代表者
に述べる。

(2)その他評価等業務に関する事
項のうち委員会において調査
審議することが必要と認める
もの

任命 (1)評価センター理事 若干名
評価センターの理事のうちから
理事会において選任し、評価セ
ンターの代表者が任命

(2)外部有識者 10名以内
医療に関して高い識見を有する
者、学識経験（労働、医療、経
営）を有する者のうちから、そ
れぞれ１名以上を理事会におい
て選任し、評価センターの代表
者が任命

(1)外部有識者 15名以内
サーベイヤー、学識経験（労働、
医療、経営）を有する者のうちか
ら、それぞれ１名以上を理事会に
おいて選任し、評価センターの代
表者が任命

評価等業務に精通し評価
結果の確認に関して公正
中立である者を評価セン
ターの代表者が任命

(1)外部有識者 10名以内
医療に関して高い識見を有する
者、労働に関して高い識見を有
す者、学識経験（労働、医療、
経営）を有する者のうちから、
それぞれ１名以上を理事会にお
いて選任し、厚生労働大臣の認
可を受けて、評価センターの代
表者が任命

開催頻
度

1年に3回程度
臨時開催あり

毎月開催
臨時開催あり

随時 1年に2回程度
臨時開催あり

任期 2年 2年 2年 2年

評価センター内の委員会・部会の所掌等
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2022年9月16日から公開 URL：https://sites.google.com/hyouka-center.med.or.jp/hyouka-center/
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 医療サーベイヤーと労務管理サーベイヤーが２人一組で評価を行う

 評価は、評価対象医療機関が所在するブロックのサーベイヤーが行う

 推薦を受けた全国３73名に対してサーベイヤー養成研修 （令和４年３月～10月）

• 研修Ⅰ（基礎知識編）
• 研修Ⅱ（評価編：知識部分）
• 研修Ⅲ（評価編：実地部分）

評価対象医療機関数（想定数） 1,200 ～1,500 施設

医療サーベイヤー（医師）及び
労務管理サーベイヤー（社労士）の養成数

医療サーベイヤー 202人
労務管理サーベイヤー 171人

評価者の養成に関する事項

［令和4年10月現在の登録者数］

6

資料5



• 医療機関に対する書面評価の案内

• 医療機関から書面書類受領→サーベイヤー割振・書面評価依頼

• 書面評価実施→審査部会の部会員と協議→報告書提出

• 評価委員会審議

• 評価委員会審議結果を都道府県に報告

受付

１～2カ月

－

（受付からの月数）

2～3カ月

都道府県
にて対応

3～4カ月

必要書類提出から評価結果が出るまでに４か月近く要する
→ 2024年4月の施行に向けて、早めの対応が求められる。

評
価
セ
ン
タ
❘
の
業
務

書面評価から都道府県での承認までのおおよそのスケジュール(案)

• 都道府県（医療審議会相談含む）で審議承認

• 各医療機関に結果報告、評価センター本部にも報告
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